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2鉄 道車両の場合(高速化十軽量化と静粛性の保持)
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軽量化と静粛・快音化両立へのアプローチ

量産試作車段階での全体的均衡を加味する部分的対策

部分的修正が不要な量産試作車を産む全体的音設計

無駄な質量増の排除,最終ユーザの満足度の向上

これに対し

設計初期段階から音響設計も参画

設計→試作車→評価

口合理的対策が可 ・期間短鶴化(戻りなし)
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(2)衝突安全規制対

(3)車載機器の充実

(1)地球温暖化

音性低下

音力低下

静粛口快音化

設計法の必要性(局所から全体最適化へ)2
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